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保護者への

お知らせを
簡単に送り
たい！

利用料計算
をスムーズ
にしたい！

事務処理の
時間を軽減
したい！

膨大なデータを
わかりやすく
管理したい！

＼幼稚園事務における様々な課題を…／

埼玉県マスコット「さいたまっち」

園務改善のための
ICT化とは？
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アプリで楽々
園情報を

発信＆確認！

園児情報を
システムで
一括管理&

すぐ確認可能！

降園時間を
データ化

&利用料の計算
も可能に！

事務作業の時間
が大きく削減！

＼システムの導入で解決！！／

園務改善のためのICT化とは、園内の事務
について、システムの導入を行うことにより、
情報管理の一元化や、システム間の連動を図
り、作業の省力化を進めるものです。

システムで管理を行っているデータをもと
に、納付金の管理、補助金書類の作成、保護
者への連絡等の業務に活用することが可能で
す。

Point



愛隣幼稚園

＼ICT化で情報発信を簡単に！／

１
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ICT化のここが良かった！

登降園時には、先生が保護者を
出迎え、カードをタッチ！

タブレットでは、
登降園時間を管理！

システム導入で、料金計算・集計業務の

効率化を図ることができました！

保護者が「園からの連絡を見落とし
た…」ということが減りました！
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事務長インタビュー

■導入のきっかけ

導入したH30年度当時、翌年度4月から越
谷市が一時預かり事業(幼稚園型Ⅰ)を開始
し、10月からは無償化制度が開始するとい
うことで、特に預かり保育についてはこれ
まで以上に行政（越谷市）への補助金申請
事務が煩雑になると予想していました。

そのため、最も重要になる「園児の登
降園の時間」をアプリで管理し、事
務を簡素化しなければ、と思ったのが
きっかけです。

また、幼稚園から保護者宛てに情報発信
するにあたり、メールでは幼稚園からのお
知らせが他のメールに埋もれてしまいやす
く、課題に感じていました。

■導入した成果

登降園の記録から市への提出書類を作成

しています。この記録をさらに応用し
て、預かり保育利用料の請求額の内
訳も各ご家庭へお渡しできるように
なりました。

預かり保育を利用する園児の数を考える

と、アプリのおかげで集計ミスを防
ぐことにもつながり助かっています。

アプリを通じて幼稚園からのお知らせを
発信するので、他のメールに埋もれる心配

もなく、「気づかなかった」という
のを減らせていると思います。他にも
アンケート機能の利用や毎朝の検温結果の
把握にも役立っています。

導入システム・費用

導入した機能 内容 効果

幼稚園からの
情報発信・登降園管理
システム

専用のアプリを通して
保護者へ一斉送信
簡単なアンケート集計

登園の通知やバスの遅延情
報共有の迅速化
自治体報告書作成の省力化
集計作業の効率化

初期費用 システム等導入経費
タブレット購入費

309,744円

ランニングコスト 月額使用料 13,000円

■住所…越谷市蒲生３－９－１３
■園長…大熊進
■特徴…「つよい体、やさしい心の子どもに育てる。」を理念とし、
丈夫で忍耐強く、人にやさしい心の子ども達の育成に注力する幼稚園。

幼稚園の概要



浦和つくし幼稚園

＼ICT化で業務を「楽」に「楽しく」／

２
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ICT化のここが良かった！

先輩から後輩へシステム操作の指導
をすることが伝統に！

預かり保育の利用
データを一括管理！

システムのおかげで、事務職員２人と
教員の手伝いが必要な仕事を、
事務職員１人でできるようになりました！

働き方改革にもつながっています！
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園長インタビュー

■導入のきっかけ

業務の効率化について考え、保護者宛
てのメール連絡、エクセルでの園児管理を
ウェブシステムに移行したいと思い導入し
ました。

導入にあたっては、他の幼稚園や業者か
ら話を聞いて自園に合ったものを選びまし
た。

新任の先生に対しても、「先輩から後
輩へシステム操作について指導をす
る。」という流れが定着しています。

■導入した成果

預かり保育や無償化関係の会計処理をシ
ステム化できたことがとても大きかったで
す。

従来であれば事務職員２人＋教員の
お手伝いで処理をするところ、事務
職員１人のみで処理できるようになっ
ています。

また、様々な業務負担軽減により、働き
方改革にもつながっています。

■住所…さいたま市南区辻４－８－７
■園長…秋本康宏
■特徴…「心身ともにたくましい子に育てる」が教育方針。子ど
もが本来内面に身につけているたくましく伸びようとする力を、
毎日の活動を通じて見守り引き出している。

幼稚園の概要

導入システム・費用

導入した機能 内容 効果

園バス運行管理
システム

専用アプリで、園バス位置
情報を保護者に通知する。

バス待機時間の削減

降園管理
システム

保護者等がタッチパネルで
降園時間を打刻する。

預かり保育の日誌の入力、
保育料計算等を省力化

情報発信
システム

専用アプリで、行事、持ち
物等を保護者に連絡する。

情報提供の迅速化
園だより等のペーパーレス
化

指導要録作成
システム

専用システムで、指導要録
等を電子で作成する。

指導要録のペーパーレス化
教員の業務負担軽減

初期費用 システム等導入経費
システム導入・PC購入費

97,200円
（指導要録作成）765,088円

ランニングコスト 月額使用料 約40,000円
（指導要録作成）5,400円



浦和若竹幼稚園

＼ICT化で教職員も保護者もハッピー！／

３
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ICT化のここが良かった！

園バスルートの作成が楽にできる！

情報発信システムの導入で、

保護者への連絡も迅速になりました！

おかげで、保護者からも、「簡単に情

報が得られる」「幼稚園への連絡がしやす

くなった」と、とても好評です！

預かり保育の利用
申し込みも簡単！
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園長インタビュー

■導入のきっかけ

バスの運行管理システムを探していまし
た。また、預かり保育も増えてきたので、

降園管理や保育料計算をシステム化
できたら良いと思っていました。

当初、運用に当たり、教職員や保護者へ
の周知に時間がかかりました。

現在は、随時当園に合った運用方法
を教職員と相談しながら使用しています。

■導入した成果

最初の登録さえすめば、園でやることは

少ないため、教職員の負担が大きく減
りました。

また、保護者への情報伝達も迅速に

なりました。保護者からは、スマート

フォンから簡単に操作ができるため、ご好
評をいただいています。

教職員にとっても、保護者にとってもメ
リットがあるため、導入して良かったと実
感しています。

■住所…さいたま市南区根岸３－１１－３
■園長…高野美恵子
■特徴…あかるく・なかよく・たくましくの三項目の実現をめざ
し、自然に親しみ、自然に学ぶという幼児の姿を大切にしたいと
考え、環境作りに尽力している。

幼稚園の概要

導入システム・費用

導入した機能 内容 効果

園バス運行管理
システム

専用アプリで、園バス位置
情報を保護者に通知する。

バス待機時間の削減

降園管理
システム

保護者等がタッチパネルで
降園時間を打刻する。

預かり保育の日誌の入力、
保育料計算等を省力化

情報発信
システム

専用アプリで、行事、持ち
物等を保護者に連絡する。

情報提供の迅速化
園だより等のペーパーレス
化

指導要録作成
システム

専用システムで、指導要録
等を電子で作成する。

指導要録のペーパーレス化
教員の業務負担軽減

初期費用 システム等導入経費 99,000円

ランニングコスト システム月額使用料
タブレットレンタル料

25,400円
4,000円



大袋幼稚園

＼ICT化で園児管理の労力削減！／

４

-９-

ICT化のここが良かった！

登降園時間のデータ等を
クラス別に確認が可能！

システムの導入で、指導要録作成
がとても効率良くなりました！

また、先生方の協力で、
システムが浸透しました！

日々の活動記録を入力するこ
とで、指導要録が作成可能！
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園長インタビュー

■導入のきっかけ

指導要録の作成にあたり、これまでは手
書きでしたので大変でした。ある園児
が当園に転園したときにPCで作成された指
導要録を初めて見て、ずっと気になってい
ました。

また、登降園管理を電子化したのは預か
り保育に係る事務量を軽減したいと
思っていたからです。こちらについても、
これまでは手書きで園児ごとの登降園の時
間を記録していました。

■導入した成果

今回導入した指導要録作成システムは、
園児の日々のエピソードをその都度先生た
ちが入力し、いざ年度末に指導要録を作成
する際にそれを引用しています。

便利なのは、日々の入力を行う内容をい
くつかのテーマごとに分けているため、文
脈に応じたエピソードを探しやすいことで
す。これまでは、ノートのメモから見つけ

ていたので効率がとても良くなりました。

PCの苦手な先生たちは初めは抵抗があっ

たようですが、若い先生たちに教わり
つつ、対応してくれています。先生方に
は本当に感謝しています。

■住所…越谷市大竹８２２
■園長…竹村厚子
■特徴…「からだのじょうぶな子 ともだちと仲良くあそべ
る子 思いやりのある子」を育むことを教育目標としている。
各クラスでの活動の他に専任講師を招いた体操、英語、絵本、
美術、タブレット指導などの時間を設けるなど、多様な活動
に力を入れる。

幼稚園の概要

導入システム・費用

導入した機能 内容 効果

指導要録作成
システム

園児の活動記録を日々入力
することで、指導要録用の
文章が自動で作成される。

指導要録作成の労力削減

登降園管理
システム

登降園の時間を打刻するこ
とで、システムで管理でき
る。

入力されたデータから預か
り保育料の計算を効率化

初期費用 システム導入経費、タブ
レット購入費

612,792円

ランニングコスト 月額使用料 29,000円



かなやま幼稚園

＼ICT化で先生の仕事量を削減♪／

5
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ICT化のここが良かった！

園児の基礎データを入力すること
で、様々な業務が一元管理！

複数の園児情報の管理を一元化でき

たり、メールシステムですぐに保護者に連

絡できるのがとても便利です！

システムの導入で、職員の書類業務が
大幅に削減されました！

指導要録システムは、スマート
フォンからも入力できる！
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副園長インタビュー
■導入のきっかけ

当園では事務作業の効率化と職員の
業務負担軽減のために、園内業務のICT
化を進めています。

幼稚園はお預かりしているお子さんの教

育・保育が軸であるため、付随する事務
作業をより効率的に行いたいと考えま
した。

システムにより情報量の多い“園児情報
の管理”やスピードを求められる、“緊急

性の高い情報発信”などがよりスムーズ
に実行できると考え、導入に至りました。

■導入した成果

情報発信システムは、保護者に向けて一

斉に連絡ができるため、緊急を要する情
報提供の保護者間での時間差を無く
すことができました。

また、園児管理システムは、管理元を
一元化することによって、様々なシ
ステムを紐づけできるため、名簿作成等、

年度更新時も作業が容易であり、事務
作業が大幅に削減されました。

指導要録システムは、事務作業において

最も多くの時間を割く「手書きの作業」
が大幅に改善されました。

■住所…坂戸市中小坂５１９－２
■園長…小川奈津子
■特徴…恵まれた自然の中で、「個性を伸ばす」ゆとりのある教
育を実践。健康な生活は毎日の食事から作られることを重視し、
独自の給食施設を完備し、温かい給食を提供している。

幼稚園の概要

導入システム・費用

導入した機能 内容 効果

園児管理
システム

名簿等の書類の出力をする。
ネットバンキングに対応し
た納付金の管理や、預かり
保育の費用や時間の集計を
行う。

園児情報の一元化
集金や請求書作成等の事務
作業の軽減

情報発信
システム

緊急連絡事項を一斉メール
で配信。QRコードで保護者
がアドレスの登録・変更を
行う。

電話対応業務の軽減
保護者の既読確認が随時可
能

指導要録作成
システム

専用システムを使用し、指
導要録の作成を行う。

指導要録のペーパレス化
教員の業務負担軽減
パスワード管理によるセ
キュリティ強化

初期費用 システム等導入経費 173,000円

ランニングコスト 月額使用料 25,000円



銀鈴幼稚園

＼ICT化で預かり保育管理を省力化！／

6
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ICT化のここが良かった！

リーダーにカードをかざし、
降園時間が記録！

データを活用し、保護者への
明細書の作成も可能！

システムの導入で、預かり保育の管理
が飛躍的にスムーズになりました！

システムによって、時間管理が可能なので、

先生が子どもたちの保育により力
を注げるようになりました！
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園長インタビュー

■導入のきっかけ

預かり保育の利用者が増えるにつれて、

利用時間や料金の管理に苦心していま
した。
先生方も預かり保育をしながら、日誌に

利用時間をチェックしたり、気を遣う事務
作業が多かったです。

何か業務改善できないかと模索しシステ
ムの導入を行いました。

導入に向けて、業者から資料提供、直接

話しを聞き、システムに対する知識を
深めることで、自分の園に適したシステ
ムを導入できました。

■導入した成果

とにかく時間とお金の管理がスムー
ズになりました。システムの導入をしてい
なければ、預かり保育の利用が増えている
現在、どうなっていたのだろうと思います。
本当に助かっています。

現場の教員は、これまで、時間管理を日
誌に書く作業や保護者とのやり取りに苦労
していましたが、システムによって時間管

理ができるようになり。子どもたちの保
育により力を注げるようになりました。

時間の管理から、利用料の計算、明細の
抽出と請求まで、システム一つで一元的に
行ってくれるので、手作業でやっていた頃

とは比べものにならない成果が出てい
ます。

■住所…さいたま市北区吉野町２－２１－２
■園長…清水浩
■特徴…「すべては地域のため・ここで働く教職員のため・そし
て何よりも未来を担う子どもたちのため」の教育理念に基づき、
子ども本位の保育の実践に取り組む。

幼稚園の概要

導入システム・費用

導入した機能 内容 効果

預かり保育管理
システム

打刻システムを使用し、預
かり保育等の降園時間等の
管理する。

毎月の預かり保育利用料請
求額の管理事務が省力化
預かり保育教員の作業削減

初期費用 システム等導入費
PC・バーコードリーダー
購入費

753,840円

ランニングコスト システム管理費（年額） 27,500円



しろがね小室幼稚園

＼ ICT化で情報共有をらくらくに♪／

７
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ICT化のここが良かった！

指導要録システムの導入で、年度末の

業務時間が大幅に短縮しました！

登降園管理システムの導入で、

出欠連絡の確認が簡単になりました！

文書作成もスムーズに
指導要録を作成可能！

出欠状況をアプリで瞬時に確認！



-16-

園長インタビュー

■導入のきっかけ

私が役所で勤務させていただいた頃、事
務の電子化への切り替え時期でした。切り
替え当初は既存の業務方法から転換する必
要があり、苦労しました。

しかし、慣れてくるにつれて、「電子
化を行い、業務方法を変える。」と
いうことの大きな効果を実感しました。

その経験を幼稚園でも活かしたい
と思い、ICT化システムの導入を行いまし
た。

■導入した成果

指導要録システムは、業務時間の短縮
に大きく役立ちました。指導要録は今
まで手書きで作成していて、年度末に先生
たちは時間をかけて仕上げていました。

また、複数の質問に答えることで、文章

の骨格が自動で作成できるため、文章作
成が不慣れな若手の先生も、助かっ
ています。

当降園管理システムは、保護者にアプリ
で園バス搭乗の連絡入力してもらうため連

絡漏れが減りましたし、保護者への情報
発信にも大活躍しました。

■住所…北足立郡伊奈町大字小室３２３０番地
■園長…内村賢一
■特徴…「子どもはかけがえのない宝である。」をモットーに
「運動」「学び」「自然」をバランス良く取り入れながら保育す
る。1,600坪の広大な園庭が特徴の幼稚園型認定こども園。

幼稚園の概要

導入した機能 内容 効果

指導要録作成
システム

園児の活動記録を日々入力
することで、指導要録用の
文章が自動で作成される。

年度末に先生たちが時間を
かけて手書きしていた指導
要録作成の労力削減

登降園管理
システム

登降園の時間や体温を保護
者がアプリ・タブレットで
入力する。

入力データから預かり保育
料の計算を効率化
登園時の体温管理の効率化

情報発信
システム

園児のその日の様子をアプ
リで保護者宛て発信する。

情報共有の迅速化
園児の様子の記録をとる教
員の労力削減

初期費用 システム等導入経費、
ノートパソコン購入費等

1,217,376円

ランニングコスト 月額使用料 60,600円

導入システム・費用



明彩幼稚園

＼ICT化で園児管理を一元化！／

８
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ICT化のここが良かった！

行政機関への提出書類
の作成も簡略化！

日々の手書き作業が削減！

システムの導入で、園児の様々な情報
が一括で管理できるため便利！

時間と神経を使う、園児管理事務の

作業量が大きく減りました！
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事務長インタビュー

■導入のきっかけ

園の預かり保育の拡大や事業の変更を
行ったことで、園児の利用時間や人数の管

理が複雑になり、業務量が増加していま
した。

少しでも業務の省力化ができる方法
がないか検討ところ、システムを導入し、
手作業を少しでも減らそうかと考え、シス
テムの導入を行いました。

導入当初は、既存の業務方法から移行
するため、保護者や教職員の周知に苦労し

ましたが、声掛けを徹底し、今では定
着しています。

■導入した成果

システムの導入により、園児の様々な
情報が一括で管理できることが大き
いです。１つの情報を入力することで、
書類の作成や保護者への納付金のお知らせ

等幅広く活用することができます。

また、納付金の計算等、時間と神経を使

う、園児管理事務の作業量が大きく
減り、とても助かっています。

業務効率の改善のために、更なるICT化
を進めたいと思います。ただ、システム移
行には労力がいるので、ICT化を進めると
同時に、既存業務の在り方を見直すことも
必要だと思っています。

■住所…新座市野寺１－１１－４１
■園長…栗原廣臣
■特徴…健康・人間関係・環境・言葉・表現の５領域に加え、年長児に
書道・剣道を保育に取り入れている。挨拶することの大切さ、自分で考
えることの大切さ、人を思いやる心、毎日の幼稚園生活の中で繰り返し
指導している。

幼稚園の概要

導入システム・費用

導入した機能 内容 効果

園児管理
システム

園児名簿の管理や、延長保
育管理、台帳管理等を一元
的に管理。

園児管理事務等の省力化
納付金管理や、書類の作成
等の作業量の削減

初期費用 システム等導入費 258,140円

ランニングコスト システム管理費（年額） 217,800円



趣旨

私立幼稚園
ICT化支援事業補助金について

幼稚園教諭の事務負担の軽減を図るため、指導要録等の書類作成業務や園児の登降園
管理、預かり保育、幼児教育・保育の無償化に係る事務等の業務について、ICT化を促
進し、園務改善のための支援システムの導入等に必要な費用を補助する制度。

補助概要

県では、国から交付された教育支援体制整備事業費交付金を活用し、幼稚園における
ICT化の推進のため、私立幼稚園ICT化支援事業補助金制度を実施しております。ICT化
システムの導入を御検討されている場合は、是非、御活用ください。

■実施主体 県内学校法人立幼稚園（幼稚園型認定こども園含む）

■対象経費 支援システムの導入に必要な購入費、改修費、リース料、保守費、工事費、
通信費等、導入に当たり最低限必要となるパソコン等の備品等の購入費（システム導入
費の半額以下）

■補助基準額等
①補助基準額 ７２０千円（１施設当たり）
②補助率 ３／４以内

■留意事項
①園務改善のためのICT化支援システムに搭載する機能は、単に業務の簡略化を図る

だけのものではなく、幼稚園教諭や保護者等にとって、必要な情報等が具体的に把握で
きる仕組みなっているなど、教育の質の向上にも配慮されているものでなければならな
い。
②対象経費については、当該申請年度にかかる経費とし、リース料等については、原

則単年度の契約とすること。（複数年契約をせざるを得ない場合については、按分を
行って当該申請年度に係る経費を算出するなど適切に対象経費を算出すること。）
③すでに導入しているシステムの保守費、リース料、通信費等については対象となら

ない。

※補助概要は令和２年度の内容となっております。補助要件等、例年変更がございます。
詳細については、各年度の募集通知を御参照ください。
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当該補助金で補助対象としている主な導入システムは以下のとおりです。

システム種類 主なシステム機能例

①園児台帳系管理
システム

・園児基本台帳の作成
・身体計測の記録
・各種健診（検診）の記録
・日常の健康に関する記録
・給食・栄養管理の記録
・保護者への個別緊急連絡メールの作成
・園だより（クラス便りの一括配信）
・健康管理情報の他機関との連携
・臨時休園（台風、災害）等の一斉配信

②指導要録等作成支援系
システム

・幼児指導要録の作成
・指導計画の作成（年間・月案・日案等）
・日常の子どもの活動記録
・業務日誌や申し送り事項の情報共有
・保護者からの各種相談・要望受付

③登降園管理系システム
・園児の出欠管理システムの利用
・園バス運行支援システムの利用
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埼玉県マスコット「コバトン」
埼玉県マスコット「コバトン」

主な支援システム



ICT化による業務改善の効果

■システム導入の効果の有無

■どのような効果があったか

導入効果があった

73%

導入効果はまだ見られない

23%

導入効果はない

4%

システムを導入し、ICT化を行った幼稚園の７３％から導入から１年後に「導入効果
を実感している。」という回答が得られました。

「導入効果を実感している」と回答した幼稚園の多くから、「事務の効率化」や「事
務負担の軽減」といった効果が見られているという回答が得られました。

その中でも、「情報のデータベース化によって事務が効率化した」という声が多く、
システムにより一元化されたデータを活用し、納付金管理等の園児管理、預かり保育に
係る事務、自治体への補助金申請書類等の作成事務が軽減したという声が多く聞かれま
した。

既にシステム等を導入し、園務のICT化を実施した幼稚園に「システム導入後、幼稚
園の事務がどのように変化したのか。」伺ったところ、以下の回答がありました。

平成３０年度私立幼稚園ICT化支援事業補助金の交付を受けている園に対して行った、ICT化による業務改善に関する
アンケートの回答結果（令和２年２月実施）
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

教職員の残業時間が削減

教職員間のコミュニケーションが円滑化

保護者とのコミュニケーションが円滑化

ペーパーレス化により事務が効率化

教職員の事務負担が削減

情報のデータベース化により事務が効率化

13%

15%

30%

35%

40%

60%
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本事例集の発行にあたって

令和元年１０月、幼児教育・保育の無償化が開始し、幼稚園や、各園における事務の
状況が大きく変化しております。

このような状況下において、幼稚園におけるＩＣＴ化は、保護者からの連絡への対応、
業務日誌や指導計画の作成、出欠の記録や会計処理など様々な事務を効率化し、教職員
の事務負担を軽減する手段として非常に有効です。

事務負担の軽減により、本来業務である子供の教育活動に専念できる時間を増やすこ
とが可能となり、教育の質の向上にもつながります。

実際にシステムを導入した園からは、「欠席連絡等にアプリを活用することで電話対
応などの業務が減り、子供に向き合う時間を確保できるようになった。」「行事の中止
連絡、災害時の緊急連絡など、正確な情報を迅速に配信することで、保護者はいつでも
どこでも情報が受け取れるようになり、利便性がアップした。」といった声が届いてお
ります。

本事例集では、平成３０年度私立幼稚園ICT化支援事業補助金の交付を受け、システ
ムの導入や活用を行った幼稚園に対して、 「ICT化による業務改善に関するアンケー
ト」 （令和２年２月）を実施し、その回答を参考に紹介園を選定し、導入効果や事務
の変化等の事例を取りまとめたものです。

実際にICT化システムを導入した、園の管理者や事務担当者による導入後の成果や効
果のみならず、導入にあたる課題や改善点等、幅広い声を掲載しております。

幼稚園におけるICT化とはどのようなものか、また、どのようなメリットがあるか等、
各園において「ICT化システムの導入による園務改善」について検討いただく材料とな
るよう、御活用いただければと幸いです。

令和２年９月
埼玉県総務部学事課

幼稚園担当



彩の国
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TEL :048-830-2560
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